
令和７年度 第２回　柳井地区自治会長協議会総会
意見交換会 （ワークショップ形式）

〜 自治会連携と課題解決に向けて 〜

日付　：　2025年8月1日（金）
主催　：　柳井市 柳井地区 自治会長協議会



自治会長同⼠のつながり作り

困りごとの共有と原因探求 

協働解決への意識醸成

本日の目的



自治会の高齢化

自治会長・役員のなり手不足

人口減少・空き家の増加

地域のつながりの希薄化

4つの共通課題
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自治会アンケートより抜粋



話し合いのポイント

具体的な困りごとの共有

根本的な原因の探求

解決に向けたヒントを出し合う

⻩⾊
問題点

⻘⾊
解決策

赤色
原因



地域問題の相関関係図
これらの問題は単独の問題ではなく、
悪循環の連鎖を形成しています。

例えば、⼈⼝減少は
⾼齢化を加速・孤⽴世帯増加させ、
それが役員のなり⼿不⾜につながり、
結果として地域活動が停滞し、
さらなるつながりの希薄化を招きます。

統合的‧包括的な解決アプローチが
不可⽋です。

⼈⼝減少‧
空き家の増加

⾃治会員の
⾼齢化

⾃治会⻑‧
役員の

なり⼿不⾜

地域の 

つながりの希薄化  

・生産年齢人口の流出
・空き家管理の問題
 ・税収の減少

・活動の担い手不足
・伝統行事の衰退
  ・防災力の低下

・孤立世帯の増加
・防犯力の低下
  ・共助の虐待化

活動能力・意欲の低下

若年層流出 担い手確保の困難

住宅放置

活動機会の減少

移動・参加の困難

孤立と健康悪化

景観‧安全面

の悪化  

・倒壊リスク増大
・不法投棄
 ・防犯上の懸念



多世代参加

継続的な取り組み

共創から解決‧持続へ

共創‧協働による課題解決のコツ
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住民同士の対話と共感



ワークショップのまとめと今後に向けて

本⽇は貴重なご意⾒‧アイデアをご共有いただき、誠にありがとうございました

皆様の「困りごと」から⾒えてきた地域課題は今後の取り組みの重要な⼿がかりと
なります

82の⾃治会が連携することで、より強い地域づくりの基盤が形成 されます

この後、地域づくり推進課より「まちなか夢プラン」についてご説明があります

本⽇の対話で⾒えてきた課題と解決の⽅向性を「まちなか夢プラン」へと発展させ、
持続可能な地域社会の実現を⽬指しましょう



まちなかの未来は皆さんの手の中にあります 

住民主体の地域づくり
地域住民が主役となり、自分たちの地域の課題を自ら発見し、解決に向けて行動します。
行政は「支援者」として住民の自主的な活動をサポートします。 

多世代・多様な参加者による協働
子どもから高齢者まで、様々な世代や立場の人々が参加し、それぞれの知恵や経験を活かした
協働の場を創出します。多様な視点からの意見交換が新たな解決策を生み出します。 

持続可能な地域社会の実現
一時的な解決ではなく、長期的な視点で地域の持続可能性を高める取り組みを推進します。地域資
源を活用した経済循環や、次世代を担う人材育成に重点を置きます。 


